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企画概要 

この企画は、私たち学生ならではの視点から集めた情報を元に、本学生の喫煙者にタバ

コをやめるきっかけを与えることを目的としました。集めた情報は、ブログ（活動報告用

に開設）・神山祭での部展・活動をまとめた冊子、などにより本学学生に公開しました。喫

煙者にとって禁煙は簡単なことではないと承知の上、どんな情報であれば本学学生が興味

を示してくれるのかということを私たちなりに考え挑戦しました。 

結果報告 

このプロジェクトの 2 本柱は、「禁煙モニタープロジェクト」と「喫煙と就職に関するア

ンケート」です。そのため、この 2 つの企画に特に重点を置き活動しましたが、本学学生

へのアンケート・神山祭での部展出展・学内外のイベント参加など、多岐に渡る活動を行

いました。基本的に情報を集め、公開するといったサイクルで活動を行いました。 

一つ目の柱である「禁煙モニタープロジェクト」では、モニターを募集し、本学の保健

管理センターで行われている「禁煙外来」を受診して頂き、その内容を私たちに提供して

頂きました。私たちが頂いた情報を活動報告用に開設したブログにて公開することで、本

学学生の「禁煙外来」に対する理解を深め、禁煙に繋げることを目的としました。また、

学内にポスターを掲示するなどしてブログの普及に努めました。モニターは当初 10 名を予

定していましたが、私たちの広報活動に問題もあり 9 月・10 月に実施した説明会には出席

者さえもいませんでした。その後、本学の男子寮である追分寮においても説明会を実施し

ました。悪戦苦闘の末、11 月より 2 名の学生が禁煙モニターとして禁煙に挑戦してくれま

した。 

二つ目の柱としたのが「喫煙と就職に関するアンケート」です。このアンケートでは企

業の人事の方に「就職」と「喫煙」についての関係性について調査しました。アンケート

は郵便によるアンケートの送付又はメールにて実施し、133 件依頼したところ 33 件の回答

を頂きました。私たちの想像していた「タバコは就職に不利」という結果とは少し開きが

ありましたが、「業種によっては喫煙を考えるべき」などの結果も無視できないと感じまし

た。アンケートを通して普段ではなかなか聞くことのできない企業の生の声を聞くことが

できました。アンケート結果も「禁煙モニタープロジェクト」同様にブログにて公開しま

した。 

また、「キャンパス禁煙促進プロジェクト」の集大成として、活動を通じて集めた情報や、

私たちの感想などを 1 冊にまとめた冊子を 700 部作成しました。作成した冊子は、本学学

生に配布しました。 

今回の企画を通じて、本学学生に「タバコ」について考える機会を提供することができ

たのではないかと考えています。 



感  想 

今回の企画では、本当に何度も何度も壁にぶつかりとても大変でした。しかし、その壁

を一つひとつ乗り越えたことが、今となっては私たちの自信となっています。また、うま

くいかないことがあっても、最後まで諦めずにやれることをやることで、必ず道が開ける

と実感しました。 

私たちは本学学生の「心を動かす」と意気込み、企画をスタートさせ、どんな情報であ

れば本学生がタバコについて考えてくれるのかを真剣に考えました。しかし、活動を通じ

て、私たちにできることは「きっかけ」を与えることであり、その先に進むためには「本

人の強い意志」が必要であると感じました。自分を変えたいと思う人がいるのであれば、

自分から動き出さなければ何も変わらないということです。 

 私の個人的な感想としては、リーダーのプレッシャーを常に感じ、時には押しつぶされ

そうになりながら企画に励んでいたように思います。企画が行き詰ってしまった時などに、

先のことを考えて、何度も何度も悩むことがありました。また、私の課題はリーダーとし

てチームのマネジメントを十分にすることができなかったことです。そのため、分散しに

くい仕事などは一人ですることも多々あり、とても大変でした。しかし、チームのメンバ

ーの協力にはとても感謝しています。改めてチームプレーの大切さを感じました。今振り

返ると、大変なこともたくさんありましたが、サギタリウス・チャレンジにリーダーとし

て応募し、心から良かったと思っています。自分自身にとっての大きな自信となり、大学

生活の貴重な思い出の一つとなりました。 

 今回の私どもの企画にはたくさんの方々に協力して頂きました。その中でも、お忙しい

中、私たちのために時間を割いてご指導してくださった学生部や保健管理センターの方々

に心から感謝しています。今後もサギタリウス・チャレンジを通じて、たくさんの学生の

チャレンジがあることを願っています。 

 

ブログ 

http://ameblo.jp/kinensokushin-ksu/entry-11151201492.html?frm_src=thumb_module 

 


